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磐田南高校地学部ネ

はじめに

今から 4年前の昭和 58年度、天体の徹夜観測と並行して、夜間に学校近くの合地上と台地下との気

温@風向の違いを河田か測定したことがあった。その後、昭和 59年 4月、地学室の棚を整理したとこ

ろ本校理数科が課題研究として昭和 47年に実施した磐田原台地の地形と気温分布との関係をまとめ

たレポートを発見した。昭和 47年からすでに 12年、当時田熔だった所にも家がたち もかわって

るか、地形の

を開始しハぺ

きている O そこで、同じ地域を同じ方法で観測すると 12年前と今とでは気象に

ユと気温分布とは何か関連があるかということに興味をもち、丹平均 l

その後、昭和 60年からは観測地点を増やすとともに、

いはじめ

め、 をとりだし、 を

とめたので、ここに紹介する O

1 地形と気遁との
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以上に述べた方法で測定した

それぞれ測定時刻が異ってい

るため、これらを の気温

ょう し1'-0 

測センターでの気温変化や参考に

1の例のように、各観測地点の

澱定値に加減した。

この補正の場合、観測地域全体

において気温変化の様子がほ

しいこと となる O 今までの

観鴻結果から観灘センタ一、加茂

川交差点、豊田町での気温変化を

みると例えば密 3のように厳密に

は同じとはいえないが、ほぽ{以た

傾向を示すのでこの結果から観測

センターでの温度変化

として{吏えると判断した。
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d.結果と考察
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げた方は前年 11月'"'--'61年

3月までの 11 である O

測データは混度補正後、観

測センターとの温度差を求

め、温度差ごとの分布図を

作成した。図 4に昭和 60

度 6
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(5) 昭和 59年 8月2Bは朝から晩ま

かわっても気温の低い所、高い所の分布は

(6) 部分的ではあるが

のみ風が吹きおりで生じ

た。

(7) 昭和 と図 4と

センターと

えられる O

したカ人

に関係なかった。

きの斜面、
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も安定していたためか、風向が

ど台地東側の低地)西風の

になるようなデータも得られ

(2)で述べた加茂川以北の谷が高温、台地西縁が

低温傾向はこの時もみられた。しかし学校付近の市街地、今ノ浦について にくい違いがあっ
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た。特に昭和 47年にはほとんど人家がなく沼地であった今ノ浦低地が、現在高温域になっている原因

がよくわからなし:lo (昭和 47年のデータは 11月の 1屈だけで、観測点での風向もわかちない)

(8) 図 5では台地酉縁と台地の下(標高差 20m以上)との気温分布図が同じになっているなどいく

つかの問題点がある O 今後の再チェックが必要と思われる O
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える、 3 :よくみえる)。また同時に気温、

a.観測結果

60 年 1 月間日~61 年 8 月 8 日までのうち

タをまとめると次のようにした 256日の

るO

(1) と

の

一一

低い山、

近く

の

(2) 

V78牛
+
i

ノ気ケh¥

議短大後の山

(29.3km) 

(48.0 km) 

くなる

富士出

007.0 km) 

(22.5 km) 

(14.0 km) 

./"'町四四---

ンドう子んのtll

(18“8km) 

ノレ)、 秋
丹
叫
物

M

r
i』
友
人

A
リ

パ
む
の
之

1
2」
訟
は

叩
叩
浜

rh. 
ばη丹¥;;;:)

くのアン (1.3 km) 

まり しユ O

と日

き ユ ら し〉。

る呂

位Vア O 1.3 

るO

どう G マ じ日

0.0 km) 小笠lU
(16.0 km) 

a 器蝿 出

く

(5.3km) 

5 

.3 る 雨の

L
U
 

会仇 (約 4

ようになる O、、2

，ノ
ゃ
い
い
い
~

ノ
'

r

'

Z

E

、、

(2) 

3-+2 

くなる

くなるの

く

つ 1<....0 

りかち る し。

13 



方向 山、浜松の建物、三方原台地は他に比べて変化が少なかった。

(4) 他の天気変化のデータは数が少ないので使えなかった。

C. まとめ

は) この地方の気候の特徴どおり冬は視程がよいことが確認された。また秋も空がすみ富士山など

くのものが冬についでよくみえる O 春はかすみで視程が悪そうだが、近~中距離の視程に関しでは

秋よりよい。冬にすぐ近くの磐田北高の視程が悪くなるのは放射冷却で朝霧がでる時である O

(2) 風向との関係では、一般に天気が悪くなる東風の持、視程平均値は低くなるとは限らない。

(3) 天気変化と視程については、「海岸近くの建物J(学校の南 5.3km)の視程変化が天気変化を

想、するのに利用できそうである O ま

ると予想ができそうである O

3 
、少ラ~

L開帳 」回帰

参照)。そ

科植物の種の

a.試料の処理

つん O

くなる時は、 1km付近の近くの視程の悪化に

田原台地の地質の研究を進めてきた(静岡地学第 50号、第 52

るために土壌中に保存されている植物珪酸体を利用して、イネ

①試料約 50gを水の中でほぐし、その泥水をコニカルビーカー (500ml)に集める O 分散させるた

めにを数粒入れる O ②沈降法で時簡をはかり 10μm以下の鉱物粒子を取り除く。完全に取りの

ぞくためこれをお'"'-'50回くり返し、その後 100μmのふるいを使用し、水の中を通しながら 100μm

以上のものを取り除く。③こうして得られた 10'"'-'100μmの粒子を乾燥させ、カナダパノレサムでスライ

ドグラスに回定させてプレパラートをつくる O ④プレパラートの中の約 500偲の粒子を対象に検鏡を

行ない、植物珪酸体の合脊率、種名の同定(東海大学出版会刊、「土と岩石jの分類法を参考にした)

をしらべた。植物珪酸体は色がややピンク(黄色)で形は正方形や長方形が多い、屈折率(1.45)の

関係で形のりんかくがはっきりしている、などの特徴を持ちクロスニコノレ下では暗いままである O

b.結果と

と種類を図?に示す。採集地点、は磐田原台地の西縁に近い場所でいずれも地表

から o.2'"'-'2.0 m付近の試料である(地点、の詳細は静岡地学第 50号 P. 13'"'-' 14参照)。今回の結果より

(1) 各層準ごとの植物珪酸体の含有率は最大で 3.7%であった。また含有率の高い層準は暗褐色の

土が多く、土の色と植生、植物の量とは関連がありそうだ。

(2) 試料中にはいっていた植物珪酸体の種類はヨシ(ファン型 1)ネザサ(ファン型 3、 4)スス

キ(ファン型 5)ササ属、エノコログサやススキ(キピ型 10'"'-'12)ウシノケグサ亜科のカモガヤ(ウ

シノケグサ型 18)イワノガリヤス(ウシノケグサ型問、ポイント型 24、棒状型 27)ヤマヌカボ(棒

状型 29)ヤマアワ(ウシノケグサ型紅、ポイント型誌、棒状型 28)で、ヨシ、ネザサ、ススキ

に関係なくみられ、現悲北海道など冷温帯でみられるウシノケグサ亜科の植物も自につく。

の}璽準からは火山ガラスが検出され、屈折率などから(姶良火山灰)といわれている o は21000

り、この層準の前後はウノレム氷期にあたるわけで、ウシノケグサ亜科の容在はこれら
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の地層がたい積した当時は氷河期で磐田原台地の気候が寒かったことを裏づけている O

なおここで用いたファン型 I等の番号は図 7に示した分類番号に相当する O

号に

私たちはこの 4 の地史、 田原台地の気象等の研究 き

た。今回の気象の研究は あったがまとめにあたって、継続的な測定の難しさ、

のように観測 にわたる

てきた。そのようなわけ は充分なものとはならなかった。

:今回の研究にあたって気賀高校校長の鈴木勝良先生(昭和 47

どいくつかの間題点がで

されば幸いである O

この時の も{吏用した)、 (植物珪酸体の につ

いて)にお世話になった。淳くお礼を申しあげる O

(1982) 自然をしちべる地学シリーズ i土と

加藤芳朗 (1977) 植物珪酸体一土の中の化石 静岡地学事 36，4 ~16. 

r-n-=!:::官時I品川叩(1984) 磐田原台地の先土器遺物包含患の鉱物組成と成因

(1985) 磐田原台地表層中の鉱物とその成因

16-

50， 12~17. 

52芦 1~ 7. 


